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教室では現在，酵素抗体法の LSAB 法 （DAKO 社の
キァト使用）を用いており，染色手順の基本は LSAB
法に準拠している。 以下にその概略を示す。
1 ）脱パラフィン ：切片を載せたプレパラー トをあら
かじめ60 ℃， 15 分加温し，パラフィンが溶けやす
くしておき，型の如く，キシレン，アルコールで
脱パラする。（計45 分）
2 ）内因性ペルオキシダーゼ活性の阻害： 0.3% 過酸
化水素ーメタノール溶液に30分。
3 ）洗浄：流水 5 分→PBS に l分ずつ 3 回。





6 ）洗浄： PBS にて20 秒× 3 回。従来法では洗浄を
5分× 3回であった。
7 ）二次抗体による反応： LSAB キットの抗体を用い
る。照射条件，反応時間は表 lの通り 。
8 ）洗浄： 6 ）と同じ。
9 ) SAB （ス トレプトアビジン ・ピオチン）による反
応： LSAB キットの SAB を用いる。照射条件，
反応時間は表 l に。
10 ）洗浄： 6 ）と同じ。
1 ) DAB によ る発色 ：45 mgDAB / 150 m!Tris-HCI 
bufer に10 倍希釈過酸化水素水 2, 3 i商を反応
直前に加える。発色までの時間は l分から数分（検
鏡しながら）。





5℃上昇 2 ～ 3℃上昇
正常ウシ血清 6分 10 分 30 分
一次抗体反応 12分 20 分 4 ℃ l晩
二次抗体反応
（ピオチン化抗
7 ウス lg ヤギ血 7分 10 分 30 分i青又はピオチン
化抗ウサギ lg ヤ
ギ血清）
SAB 反応 7分 8 分 30 分
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図 l 回転ステージのシェーマ
表 2 照射設定規格
照射ワット 150 ～40 ワット，50ワットずつ可変式
照射方法 秒単位，連続照射，間欠照射







には温度測定用の PB S を滴下 したプレパラートを置く 。
照射の方法には表2 に示したように連続照射と間欠照
射があるが，本法には後者が適している I）。 4 回の反応
過程（ 4, 5, 7, 9 ）に行う照射はいずれも同じ間欠











ロールは250 ワットとし 温度上昇をl分で l℃上昇を
目安とする。 5秒照射／ 3 秒休止では 5 ～6 分で 5 ℃上
20 1 




表 lのように 4 回の反応過程で時間短縮され，さらに
洗浄時間も短縮可能である。脱パラ開始から封入までの
全行程に要する時間は 2 時間13分（ 5秒／ 3秒間欠）－























は， 1）設定温度： 95 ℃， 2 ）照射出力： 40 ワット， 3)
照射方式 ：連続照射， 4 ）温度上昇 ：設定温度に達した
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